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ふ 

  

深
い
青
味
を
帯
び
た
紫
色
の
ま
っ
す
ぐ
な
髪
を
し
な
や
か
に
揺
ら
す
ア
シ
ュ
タ
ロ
テ
、
血
統
正
し
く
古
か

ら
続
く
悪
魔
の
侯
爵
の
家
柄
で
贅
と
美
と
快
に
飽
い
て
い
た
。
悪
魔
の
大
公
爵
ア
ス
タ
ロ
ト
は
従
兄
で
あ
り
、

大
審
問
官
を
職
と
し
て
い
た
。 

  

そ
の
余
り
に
も
高
貴
な
る
血
筋
は
、
ウ
ガ
リ
ッ
ト
神
話
に
於
け
る
最
高
神
イ
ル
の
末
裔
で
、
か
つ
、
そ
の

妻
で
あ
る
神
々
の
母
、
海
を
行
く
貴
婦
人
ア
ー
シ
ラ
ト
又
は
イ
ラ
ト
と
呼
ば
れ
る
女
神
の
系
列
に
連
な
り



（
ち
な
み
に
ア
ー
シ
ラ
ト
は
旧
約
聖
書
に
異
教
の
神
と
し
て
ヘ
ブ
ラ
イ
語
形
ア
シ
ェ
ラ
と
呼
ば
れ
る
）、
同

じ
ウ
ガ
リ
ッ
ト
神
話
に
於
い
て
愛
と
戦
い
の
女
神
と
さ
れ
る
ア
ナ
ト
も
遠
き
祖
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
そ
の
ア
ナ
ト
女
神
は
敵
を
殺
戮
す
る
容
赦
な
き
神
で
あ
り
、
腰
ま
で
血
の
海
で
浸
さ
れ
る
ほ
ど
人

間
を
殺
し
て
死
骸
の
頭
や
手
を
腰
に
ぶ
ら
下
げ
た
と
い
う
。
ま
る
で
カ
ー
リ
ー
女
神
の
よ
う
に
。
な
お
イ
ン

ド
神
話
の
カ
ー
リ
ー
も
ま
た
彼
の
遠
縁
者
で
あ
っ
た
。 

 

他
に
も
彼
の
祖
た
る
親
族
ら
は
錚
々
た
る
御
名
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

フ
ェ
ニ
キ
ア
人
が
天
の
女
王
と
し
て
崇
拝
し
た
ア
ス
タ
ル
テ
、
古
い
世
界
を
破
壊
し
て
は
新
し
い
世
界
を

創
造
す
る
死
と
再
生
の
女
神
。
又
は
地
中
海
の
豊
穣
多
産
の
女
神
ア
ス
タ
ル
ト
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
名
は
ア
シ
ュ

テ
レ
ト
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
ア
ー
ス
テ
ィ
ル
テ
ィ
ト
。
戦
車
に
乗
っ
て
盾
と
槍
を
使
い
、
二
枚
の
羽
で
飾

っ
た
冠
を
被
る
戦
士
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
古
代
ロ
ー
マ
で
は
ア
ス
タ
ル
テ
ー
）。 



 
又
ユ
ー
ノ
ー
、
ロ
ー
マ
神
話
で
女
性
の
結
婚
生
活
を
守
護
す
る
女
神
で
あ
る
。
ま
た
主
神
ユ
ー
ピ
テ
ル
の

妻
で
あ
り
、
最
高
位
の
女
神
で
あ
る
。
神
権
を
象
徴
す
る
美
し
い
王
冠
を
か
ぶ
っ
た
荘
厳
な
姿
で
描
か
れ
、

孔
雀
が
そ
の
聖
鳥
。
女
性
的
気
質
の
神
格
化
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ヘ
ー
ラ
ー
と
同
一
視
さ
れ
る
。 

 

あ
る
日
、
昏
き
書
斎
で
ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン
人
の
世
の
前
、
旧
人
類
の
時
代
に
流
布
し
た
書
籍
を
読
み
耽
る
う

ち
、
ふ
と
老
子
を
愕
か
し
て
や
ろ
う
と
思
い
立
っ
た
。
さ
す
れ
ば
さ
ぞ
か
し
愉
快
で
あ
ろ
う
と
。 

老
子
と
は
、
司
馬
遷
（
紀
元
前
一
四
五 - 

紀
元
前
八
六
）
の
『
史
記
』
に
よ
れ
ば
、 

『
老
子
者
、
楚
苦
縣
厲
鄉
曲
仁
里
人
也
。
姓
李
氏
、
名
耳
、
字
耼
。
周
守
藏
室
之
史
也
』
又
『
孔
子
適
周
、

將
問
禮
於
老
子
』
又
『
老
子
脩
道
德
、
其
學
以
自
隱
無
名
為
務
。
居
周
久
之
、
見
周
之
衰
、
乃
遂
去
。
至
關
、

關
令
尹
喜
曰
「
子
將
隱
矣
、
彊
為
我
著
書
」。
於
是
老
子
乃
著
書
上
下
篇
、
言
道
德
之
意
五
千
餘
言
而
去
。

莫
知
其
所
終
』 



す
な
わ
ち
老
子
は
、 

『
姓
が
「
李
」、
名
は
「
耳
」、
字
が
「
耼
」、
楚
の
国
の
苦
県
（
現
在
の
河
南
省
鹿
邑
県
）
の
厲
郷
の
曲
仁

の
出
身
で
、
周
の
守
藏
室
之
史
（
書
庫
の
記
録
官
）
を
し
て
い
た
。
孔
子
（
紀
元
前
五
五
一 - 

紀
元
前
四

七
九
）
が
礼
の
摂
理
を
教
わ
り
に
来
た
こ
と
が
あ
る
。
又
道
徳
を
修
学
し
た
が
、
名
が
知
ら
れ
る
こ
と
を
避

け
た
。
し
か
し
周
の
国
で
道
徳
が
衰
微
す
る
と
、
こ
こ
を
去
る
こ
と
と
し
た
。
国
境
の
関
所
に
来
る
と
、
尹

喜
と
い
う
関
所
の
役
人
が
「
先
生
は
隠
棲
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ど
う
か
私
に
教
え
を
記
し

て
戴
け
ま
せ
ん
か
」
と
請
う
た
。
そ
し
て
『
老
子
道
徳
経
』
の
上
下
二
篇
を
残
し
、
去
っ
て
そ
の
後
は
誰
に

も
知
ら
れ
て
い
な
い
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

贅
に
飽
い
た
ア
ス
タ
ロ
テ
が
興
味
を
惹
か
れ
た
の
は
、
何
の
こ
と
は
な
い
、
無
為
自
然
の
道
を
説
い
た
老

子
と
は
言
え
、
所
詮
人
間
で
あ
り
、
凍
冬
に
は
寒
さ
に
震
え
、
大
自
然
の
脅
威
に
は
怖
れ
を
覚
え
る
の
で
は



な
い
か
と
、
意
地
悪
な
空
想
を
し
て
面
白
そ
う
だ
と
感
じ
た
だ
け
で
あ
る
。 

さ
ら
に
彼
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
根
源
に
は
、
中
国
の
故
事
「
三
聖
吸
酸
」
が
あ
っ
た
。
釈
迦
と

老
子
と
孔
子
が
と
も
に
同
じ
一
つ
の
甕
か
ら
酢
を
掬
っ
て
舐
め
、
凡
人
と
何
ら
変
わ
ら
ず
酸
っ
ぱ
そ
う
な
顔

を
す
る
、
そ
う
い
う
図
画
が
流
布
し
て
い
て
、
有
名
な
故
事
で
あ
る
。
た
だ
し
、
故
事
の
意
味
す
る
の
は
、

酢
が
酸
っ
ぱ
い
と
い
う
事
実
が
皆
同
じ
で
あ
り
、
儒
教
、
仏
教
、
道
教
の
「
三
教
は
一
致
す
る
（
真
理
の
一

致
）」
な
の
だ
が
。 

 

彼
は
時
空
を
超
え
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
い
み
じ
く
も
証
明
し
た
よ
う
に
、
時
間
や
空
間
は
絶
対
的

な
も
の
で
は
な
い
。 

 

山
岳
奥
人
里
離
れ
荒
涼
た
る
も
幽
玄
な
澄
み
渡
る
大
気
に
清
ら
か
な
る
河
流
る
る
峡
谷
あ
る
仙
境
。
閑
居

す
る
老
師
の
目
の
前
に
、
忽
焉
と
紺
の
ビ
ロ
ー
ド
の
コ
ー
ト
と
深
紅
の
繻
子
の
タ
イ
を
し
、
贅
意
を
尽
く
し



た
金
銀
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
貴
石
を
象
嵌
し
た
、
深
青
紫
の
髪
の
ア
シ
ュ
タ
ロ
テ
が
現
れ
る
と
、
老
子
は
口

を
開
い
た
ま
ま
言
葉
が
出
ず
、
唖
然
と
し
た
表
情
を
し
た
。 

「
お
ま
え
に
寒
冷
を
与
え
よ
う
」 

 

た
ち
ま
ち
マ
イ
ナ
ス
４
０
度
の
冷
蔵
庫
の
よ
う
に
氷
霜
で
蔽
わ
れ
る
。 

「
ひ
ゃ
あ
、
寒
い
わ
い
」 

 

ア
シ
ュ
タ
ロ
テ
は
眉
を
顰
め
た
。 

「
そ
れ
が
無
為
自
然
を
説
く
者
か
」 

 

頬
を
打
つ
。 

「
痛
い
、
痛
い
」 

 

い
わ
れ
な
き
苦
し
み
に
老
人
は
頬
に
手
を
当
て
た
。
い
よ
い
よ
悪
魔
の
侯
爵
は
口
を
ゆ
が
め
、
眉
を
顰
め



る
。 

「
病
患
の
衰
弱
と
渇
き
を
」 

 

老
子
は
言
っ
た
。 

「
あ
ゝ
、
喉
が
渇
い
た
。
水
が
飲
み
た
い
」 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
った
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完 


